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2023 年 10 月 11 日 

報道関係各位 

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社 

 

クラウドカメラを活用したイチゴの生育分析について実証実験を開始 

画像データを定期的に収集・分析し、栽培工程の効率化や安定出荷を検証 

 

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社（代表取締役社長：柘植 一郎、本社：東京都港区、略称：CTC）

は、株式会社ソラコム（代表取締役社長：玉川 憲、本社：東京都港区）が提供するクラウドカメラサービ

ス「ソラカメ」を活用して、愛知県のイチゴの新品種「愛きらり®」の生育分析の実証実験を開始します。愛

きらりの栽培農家と協力して、圃場に取り付けたカメラでイチゴの生育状態を定点計測し、クラウド上で

収集したデータを分析し最適な栽培条件を検証します。 

本実証実験は、愛知県のＩＣＴ活用課題解決支援事業「AICHI X TECH（アイチ クロス テック）」に採

択されています。「愛きらり」の栽培工程の効率化や出荷の安定化を図り、2024 年秋からの本格的な販

売開始を目指します。 

 

愛きらりは、愛知県と愛知県経済農業協同組合連合会（JAあいち経済連）が共同開発したイチゴの新

品種で、果実が大粒で収穫作業の負担が少なく、収穫量も多いことから生産者の収益向上につながる

品種として期待されています。イチゴは、気象条件や栽培管理によって生育や果実品質が左右されるこ

ともあり、愛知県は、県内の各地域に適した栽培管理を実施して、県全体で高品質な愛きらりの安定出

荷を目指しています。 

 

今回の実証実験では、愛知県内の 6 つの圃場内に設置したカメラで、時間の間隔を空けて画像を撮

影し、イチゴの株や葉の大きさ、果実の大きさ、色づき、数などを記録します。生育や出荷実績、環境セ

ンサーで取得した気象データなどと、カメラの画像データを照合し、収穫期間中の最適な栽培環境を導

き出します。 

 

圃場の撮影には、ソラコム社のクラウドカメラサービス「ソラカメ」を導入します。撮影データをクラウド上

に自動で保管して、スマートフォンで確認したり、遠隔操作で撮影タイミングを変更したりすることができ

ます。時系列の変化や気象条件や栽培管理の異なる圃場毎の違いを比較し、開花から収穫するまでの

日数や肥大の程度、出荷基準に満たない果実の発生頻度など、形状の変化をデータ上で閲覧すること

ができるので、より精度の高い分析が可能になります。 

 

CTC は、カメラの設置やデータの収集と加工、愛知県や生産者へのアプリのトレーニングを提供します。

今回の実証実験で収集したデータを元にして、最適な栽培環境を探り、栽培工程の効率化に貢献して

いきます。今後も CTC は、分析の高度化や精度の向上を進め、農業分野における ICT の活用を支援

していきます。 
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＜実証実験の概要＞ 

■目 的： 愛きらり®の最適な栽培条件の分析 

■期 間： 2023 年 9 月～2023 年 12 月 

■場 所： 愛知県内の圃場 6 か所 

■内 容： ①1 圃場当たり、ソラカメ対応カメラ 2 台を設置 

②圃場を撮影、クラウド環境上でデータを管理 

③スマートフォンアプリでデータを確認 

④出荷量や栽培管理、環境データなどと、 

撮影した生育データを組み合わせ、最適な栽培条件を解明する 

 

＜愛知県のイチゴの新品種「愛きらり®」の圃場イメージ＞ 

   

 

＜圃場に設置するソラカメ対応カメラ＞ 

   

 
※ 記載されている商品名などの固有名詞は、各社の商標または登録商標です。 

※ 掲載されている情報は、発表日現在の情報です。最新の情報と異なる場合がありますのでご了承ください。 

以上 

＜報道機関からのお問い合わせ先＞ 

伊藤忠テクノソリューションズ株式会社  

広報部 

E-mail：press@ctc-g.co.jp 


